
 

手術訓練による技能研修の普及と技量の安定・高度化法の確立

 
A. 研究目的
診断機器の高度化と脳ドックの普及に伴い
かつ無症候で偶発的に発見される脳動脈瘤の数が
年々増えている
００件の未破裂瘤の破裂予防手術が報告されている
治療機器は日進月歩で開発されていくなかで
どの瘤に,どの機器
治療効果を最大化させると同時に治療リスクを最小
化させることを可能とする治療支援機器の開発が必
要である.脳動脈瘤の発症•増大•破裂には血流が関
与していることがわかっている
の診断・治療システムのなかに瘤内の血流を考慮し
たものは存在しない
が指摘されながらも因果関係レベルで
からの課題であり
いためである
研究を開始している
薄部と流れの衝突に相関があるという知見を得た
本年度は血流の衝突形態に注目し
予測可能な血流の指標化の実現可能性を検討した
 
B. 研究方法
北原国際病院協力のもと
開頭術で瘤壁の一部に菲薄化を認めた
として（図１）術中観察の結果と
る血流解析結果
れの有無や程度を
の効果と限界を考慮した評価法として壁面せん断応
力ベクトルの発散
 
C. 結果・考察
菲薄部にて衝突が介在する割合
象とした菲薄部の約
衝突を認めた
壁面せん断応力ベクトルの方向が左右上下の四方に
発散しているものでは
た.また,四方までとはいかず
いるものでは
れが衝突する箇所では
果を報告している
も重要であると考え
境の分析に加えて
析した結果
部の予測精度を向上できるという知見を得た
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化させることを可能とする治療支援機器の開発が必
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与していることがわかっている
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たものは存在しない.瘤の病変•病態と血流の関連性
指摘されながらも因果関係レベルで

からの課題であり,血流を
いためである.そこで,瘤壁の病理と血流を比較する
研究を開始している.これまでの研究成果として菲
薄部と流れの衝突に相関があるという知見を得た

血流の衝突形態に注目し
予測可能な血流の指標化の実現可能性を検討した
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れの有無や程度を定量的に
の効果と限界を考慮した評価法として壁面せん断応
力ベクトルの発散の形態に注目した

結果・考察 
菲薄部にて衝突が介在する割合
象とした菲薄部の約82%
衝突を認めた.次に,発散の形態による分類の結果
壁面せん断応力ベクトルの方向が左右上下の四方に
発散しているものでは90%

四方までとはいかず
いるものでは67%の割合で検知した
れが衝突する箇所では,
果を報告している.瘤壁の再生に関しては瘤外環境
も重要であると考えられ
境の分析に加えて,瘤外環境を手術ビデオにより分
析した結果,癒着の有無を考慮するこ
部の予測精度を向上できるという知見を得た
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D. 
血流の衝突
化し瘤壁の菲薄部との比較検討
薄部の検知が実現可能であることが判明した
まで
断を行ってきた
壁の機能を高度に分析し
ができるシステムを構築する予定である
E. 
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図１ 脳動脈瘤の
瘤壁性状は開頭しないとわからない

図３ 異なる壁面せん断応力の発散の形態に注目し

 結語 
血流の衝突の形態
化し瘤壁の菲薄部との比較検討
薄部の検知が実現可能であることが判明した
まではCTやMRIの画像により脳動脈瘤の形状から診
断を行ってきた
壁の機能を高度に分析し
ができるシステムを構築する予定である
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